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奄 美 群 島 生 物 調 査 報 告*

一 一特 に鼠 と蛇 との 関係 を追 求 して 一一

平岩馨邦 ・太田嘉四夫・宇田川竜男

佐藤淳夫・松井孝爾・内田照章

Biological surveys in the Amami Group of the Loo Choo Islands, 

     with special  reference to the relationship between 

                murine-animals and snakes 

     Yoshi Kuni Hiraiwa, Kashio Ota, Tatsuo Udagawa, 

      Atsuo Sato, Takaji Matui and Teruaki Uchida

ま え が き

筆 者 らは 昭 和32年(1957)7月,奄 美 群 島 の 大 島 お よび徳 之 島 にわ た り,主 とし て鼠 類

に つ い て調 査 した が,爬 虫類 お よび両 棲 類 の観 察採 集 に もつ とめ た.琉 球 列 島 は よ く知 ら

れ て い る よ うに 生物 地 理学 ヒ興 味 あ る所 で あ つ て,日 本 列 島 中で もつ と も早 くア ジ ア大 陸

か ら分 離 し(鮮 新 世 と され る),も つ と も古 い生 物 相 の残 影 を そ こ にみ る.

奄 美 大 島 お よび 徳 之 島 の ア マ ミノ ク ロウサ ギPentalagusfurnessi(Stone)お よび ル リ

カ ケ スGarruluslidthiBonaparte,沖 縄 本 島 の ノグチ ゲ ラSapheopiponoguchii(Seebohm)

な どは特 産 種 で,Pentalagusは イン ド地 方 のCaprolagusに 近 縁 とい わ れ る.し た が つ て

そ の北 で は 七 島灘 に お け るい わ ゆ る渡 瀬 線 を もつ て ア ジア大 陸北 方 系(旧 北 区 系)の 生 物

相 と区切 られ,そ の南 に お い て は 八 重山群 島 ・台 湾 との 間 に… 線 を画 され て,東 洋 区 系 の

生物 組 と もま た 異 な る とされ て い る(徳 田,'41a).し か し,山 階('41)は ル リカ ケ ス,ノ

グ チ ゲ ラお よび ア カ ヒゲLusciniakomadori'1'emminckの 研 究 か ら,こ れ ら の鳥 類 は 旧

北 区 の南 の 限界 糸泉上に あ る ヒマ ラ ヤ系 の要 素 と考 え て い る.ま た,奄 美 群 島 の両 棲 ・爬 虫

類 の 約60%は 琉 球 列 島 の 固有 種 で あ り,そ の うち爬 虫類 は主 とし て東 洋 亜 区 系 の もの に

よつ て構 成 され,ア オ ヘ ビ属Liopeltis,ハ イ 属Hemibungarus,ハ ブ属Trimeresurus,キ ノボ

リ トカ ゲ属Japalura,ク ロ イ ワヤ モ リ属Gymnodactylus,ヒ メ トカ ゲ属Lygosoma等 は特

に注 意 す べ き もの で,本 群 島 は これ ら諸 属 の北 限 地 に あた つ て い るが,な お ハ ブ属 ・アオ

ヘ ビ属 ・ヒ メ トカ ゲ属 は 噛 嘲 列 島 に まで北 進 して い る(木 場,'56).植 物 区系 地 理 学 的 に

も ど こに 境 界線 を 引 くか とい うこ とは学 者 に よ り必 ず し も0致 して い な い らし い(内 藤 ・

新 ・大 野,'55).

鼠類 に お い て も琉 球 列 島 に は ケナ ガ ネズ ミ属Diplothrix,ト ゲ ネ ズ ミ属Tokudaia(以 前

*本 調 査は文部省科学研究費に より
,"鼠 研究グルr一プ"の 仕事の一環 として行われた ものである.

明記 して厚 く謝意を表す る。



はAcanthomys)の2つ の特産属を有 し,こ れらば一属一種であるが,と もにセレぺス島

に近縁種をもつとされる(徳 田,'41a;Tokuda,'41b).し かしながら,こ れらの特産鼠

類についての生態はほとんど知られていなかつたといつてよい.

家鼠類については古 く波江('09)の 報告があるが,日 本列島のように北から南へ長 く連

なる地域内に ドブネズミRattusnorvegicus,ク マネズミRattusrattusお よび ハツカネズ

ミ属Musの 鼠が共存している場合は,そ れ ら3種 間の関係の変化は生態学的な興味ばか

りでなく,鼠 害の対策にも重要である.

最近における鼠害については文献にみることはできなかつたがT古 く渡瀬('05)は 奄美

大島,徳 之島においてはサ トウキビに対 して野鼠の害がはなはだ しいことを述べている.

前記波江の報告には,琉 球列島を薩摩藩が支配していた時代にアジ(ネ ズミの方言)勝 負

と称 し,年 々懸賞をだして鼠の尾をもつてきたものにこれを与えた習慣があ り,維 新後 も

長 く残つていたことが記 されている.薩 摩藩はこの列島における黒砂糖の生麗をもつて重

要な財源としていたので,そ の頃からサ トウキ ビの栽培に対 して鼠類が重大な脅威を与え

ていたのが,こ の風習の起源ではあるまいか.

ハブTrimeresurusflavoviridisf(avoviridisは 古来琉球列島における大有害動物であ り,

大形(体 長2m以上 に達するものがある),猛毒および積極的な攻撃性によつて,被 害者が

多 く,住 民の生活と生産の発展を妨げてきたところが大きい.奄 美大島に1891～1906年

にわたつて布教 し,そ の間この島の昆虫粗を明らかにすることに貢献したフランス人のカ

トリッ ク僧JosephBernardFerrie(1856～1919)は.,そ の手記の一一節に 「……この島に

は猛毒のある爬虫類が棲息し,夜 になると家の周囲へ来て鼠を捕つて食べる」 と記 してい

るそ うである(江 崎,'33).奄 美群島におけるハブ咬症については佐 々その他('56)の 報

告がい くつかの面を明らかにしているが,な おハブと鼠類との関係は明らかでない.

筆者 らは以上述べた ようなことから,奄 美群島における鼠類の生態を明らかにし,鼠 害

およびハブ害の防除の基礎 となるべき法則を見出そ うとしたのである.こ の調査はいまだ

奄美群島の全域にお よばず,ま た季節的な変化も明らかでな く不完全なものではあるが,

この群島の鼠類の生態については,は じめて明らかにされたものがあ り,そ の成果はi後

の研究の出発点 となりうるものと信ずるので,こ こに発表する.

この調査旅行については"鼠 研究グループ"の 他の方々の誠意ある援助をえた.ま た現

地においては鹿児島県大島支庁,名 瀬保健所,大 島営林署,農 業試験場大島分場,大 島教

育委員会事務局,住 用村 ・宇検村役場,笠 利 ・住用 ・亀津の小 ・中学校の諸機関の方hの

絶大なる御援助によつて,は じめて行動することができ,ま た多 くの資料を集めることも

できた.大 島支庁林務課技師上野哲哉氏,住 用村屋宮庵氏,宇 検村元善時氏 らは直接案内

にたたれ調査に協力して下さつた.笠 利村の積純 光氏は宿泊 ・採集の便箕を与えて'ドさつ

た.以 上すべての方々に厚 く御礼 申し上げる次第である.

また,鹿 児島大学初島住彦教授,新 敏夫助教授,熊 本大学木場一夫教授,東 大伝染病研

究所佐 々学助教授 から種々貴重な御教示を うけた.こ れらの諸氏に対しても同様に謝意を

表する.さ らに本研究をまとめるにあたつて,種 々有益な助言と校閲を賜わつた徳田御稔

博士に厚 く御礼申し上げ る.



1.奄 美 群 島 の 鼠 類

1.琉 球 列 島 産 鼠 類 の研 究 史

Bonhote('02)は 沖縄 、鳥産 ハ ツ カ ネズ ミをMuscaroliと しM.musculusの 変 種 と して

い る.Thomas('06)は 当時 横 浜在 住 の英 人AlanOwstonの 採 集 人長 聖 道,長 田霊 瑞

両氏 が 奄 美 大 島 に お い て 採 集 し た大 形 の鼠 をLenothrixlegata(ケ ナ ガ ネ ズ ミ)と して記

載 し,の ち 属 名 をDiplothrix(1916)と 訂 正 した.

波 江('09)は ドブ ネ ズ ミ ・クマ ネズ ミ を 沖 縄 奄 美 両 群 島 か ら,ハ ツ カ ネ ズ ミ(Mus

musculusL・ と同定 して い る)を 沖縄 島 か ら報 告 し,ま た 沖縄 島 よ り前 記 ケ ナ ガ ネズ ミを

Musbowersiivar.okinavensisな る新 亜 種 と して発 表 した .Musbowersiiは 雲 南 省 産 で あ

る.な お 彼 の調 査 で は ドブ ネ ズ ミの 方 が クマ ネ ズ ミ よ り多 くな つ て い る.彼 は両 群 島 に お

け る鼠類 の 駆 除 に 言 及 し,こ れ らの 島 に テ ン ・イ タチ の よ うな鼠 類 の天 敵 の い な い こ とが

欠 点 で あ る とい つ て い る.Kuroda('24)は 八 重 山 群 島 の 宮 古 島 お よび 与 那 国 島 よ りMus

molossinusyonakuniを 記 載 した.

阿部('33)は は じめ て 奄美 大 島住 用村 か らア マ ミ トゲ ネ ズ ミをRattus/erdoniosimensis

な る新 亜 種 と して発 表 した.R.jerdoni(Blyth)は イ ン ド産 であ る.Tokuda('41b)は

ア マ ミ トゲ ネ ズ ミの=r名 をAcanthomysosimensisと 訂 正 し,前 述 の よ うに琉 球 群 島 の生

物 地 理 学 的位 置 を論 じた.黒 田('43)は 蜂 須 賀正 氏 が1939年 沖 縄 島 に て えた ア マ ミ トゲ

ネ ズ ミを報告 し,Acanthomysな る属 名 は先 取 され て い るば か りか,す で に廃 名 とな るべ

き もの とし,徳 田氏 を記 念 してTokudaiaosimensis(Abe)と 改 め た.

以f-_の よ うに琉 球 列 島産 鼠 類 につ い て の分類 学 的,分 布学 的研 究 は 行 わ れ て い た が,野

鼠 ・家 鼠 を含 め て の生 態 学 的研 究 は全 くなか つ た と いつ て よい.

2.奄 美 大 島 お よび徳 之 島 の 生態 地 理 学 的特 徴

奄 美 群 島 は北 緯27'～28'20',東 経128020'～130.5'の 間 に あ る大 島,喜 界 島,加 計 呂麻

島,与 路 島,請 島,徳 之 島,沖 之 永 良部 島,与 論 島 か らな つ て い る.こ れ らの島 々は そ れ

ぞ れ異 な る地 質 構 造 を もつ て い るが,生 態 学 的 に興 味 あ るの は サ ン ゴ礁 であ る.こ の群 島

に発 達 す るサ ン ゴ礁 は北 太 平 洋 の北 限 を なす も の と いわ れ,第3紀 時 代 の 隆 起 サ ン ゴ礁 は

喜 界 島,徳 之 島,与 論 島 に み られ,ま た第4紀 に生 成 し現 に海 岸 に縁 着 発 達 しつ つ あ る も

の は各 島 に み られ る(内 藤 ・新 ・大 野,'55).

琉 球 列 島 は植 物 区系 地 理 学上 か らは季 節 風 帯 植 物 区 系,あ るい は 亜 熱 帯 降 雨 様 生 態 系 に

属 す る.大 島名 瀬 測 候 所 編1897～1955年r用 の気 候 概 況 と季 節 区 分 を 第1図 に 示 した.気

温 は 年 平 均20.8℃,最 高 極 は36.5℃,最 低 極 は2月 の3.1℃ であ つ て,完 全な 無 霜 地 帯 で

あ る.雨 量 は 多 く,有 名 な台 風 地 帯 で あ るほ か,一 般 に 風 の 強 い こ とが 多 い.徳 之 島 は 伊

仙 村 の気 象 記 録 に よ る と気 温 は 名 瀬 よ りや や 高 め であ るが 大 差 は な く,雨 量 は2/3程 度 と

な つ てい る.

森 林 は 両 島 と も ス ダ ジ ィShiiaSieboldii,ツ ブ ラ ジィShiiacuspidata,タ ブ ノキMachilus

Thunbergii,ア ラ カシQuercusglauca,イ ジュShirnaliukiuensisを 主 とす る照葉 樹 林 が全

森 林 の約60%を しめ,針 葉 樹 と し ては リュウキュウ マ ツPinusluchuensis林 が 約23%を し



第1図.奄 美大 島の気候 と季節 ・

気候 要素 のカrブ は5日 ごとの平均 値をつ らねた もの.生 物季節 の植物 は開花を,動

物の うちウグイスお よび鳴虫は初鳴を,他 の鳥は初見を示す(大 島支 庁編1957奄 美大

島の概 況 原図).

め る.海 岸 樹 林 には ア ダ ンPandanustectorius,ビ ロウLivistoniachinensis,ア コ ウFicus

Wightiana,ガ ジ マルFicusretusaな ど特 徴 あ る群 叢 を み る こ とが で き,ま た 所 に よ りマ ン

グロー ブ林 の発 達 を み る.亜 熱 帯 は熱 帯 と温 帯 の推 移 帯 的 な地 帯 で あ るが,さ らに帰 化 植

物,移 入 植 物 の繁 茂 が これ に加 わ り,両 島 の植 物 相 は は な はだ 複 雑 で あ る.イ トバ シ ・ ウ



Musaliukiuensis,ソ テ ツ Ｃycasrevolutaは 栽 培 され て も い るが,ま た 半 野 生 の状 態 で 海

岸 台 地 や 村落 の周 辺 に み られ る.

大 島は 面積873.5km2,最 高 点 の湯 湾 岳 は694.4mで 山地 が 多 く,全 島 の72%は 森 林 と原

野 が 占め て い る.耕 地 は 水 田1400ha,畑3400haで あ り,部 落 は お お く海 岸 線 に 位 置 し 人

口は103907入(1955年 現 在)で あ る.徳 之 島 は247.89km2,最 高 点 の井 之 川 岳 は644.8m

で森 林 原 野 が52%を 占 め て い る.水 田は1540ha,畑 は3430haで 群 島第 一 の農 業 地 帯

と し て米 ・黒砂 糖 の 生 産額 は主 位 を 占 め畜 産 も行 われ,人 口は50932人(1955年 現 在)で

あ る.

ハ ブは 群 島 中,こ れ ら2島 に の み棲 息 して い る.そ の理 由 につ い ては 半 沢('35)の 仮 説

が あ るが,棲 息 して い な い 他 の島 々は す べ て サ ン ゴ礁 性 で あ る こ とは 興 味 が あ る.

3.調 査地 お よび方 法

調 査 は 昭 和32年7月2日 ～19日 にわ た つ て次 の各 地 で 行 わ れ た.

第2図.奄 美群島におけ る調査地



a.大 島笠利村 北部の縁着サンゴ礁地帯である.森 林は荒廃し,台 地には ソテツが多

く栽培されている.平 地には主として水稲(当 時乳熟期),サ トウキビが栽培され,バ ナナ

・ソテツ・アコウ・ガジマルなどが人家近 くに栽培 され,あ るいは自生している.海 岸線

にそ うてはアダン ・ソテツをみる.調 査は原野,耕 地および人家において行われた.

b.大 島住用村 島の中央部東海岸,大 島第1・ 第2の 川である住用川と役勝川が海に

注 ぐところにある.住 用川上流には代表的な天然林があ り,伐 採は行われてはいるが原生

林のおもかげを残 している.こ の森林は欝閉度が高 く,湿 度も高い.林 床植物に乏しく落

第4図.住 用川上 流森林 の林床.

第3図.住 用川中流 の林相.

第5図.ア マ ミノクロウサギ の穴(直径約1
5cm),た だし当時

使 用されていなかつた.

葉 層 も うす いが,や や 開 け て い る所 に は シ ダ植 物 が 密 生 して い る(第3,4図).リ ュ ウキ

ュ ウ ィ ノ シ シSusleucomystaxriukivanus,ア マ ミノ ク ロウサ ギ の棲 息 の し る し(第5図)

を み るほ か,ル リカ ケ ス*も 多 く,ま た 爬 虫類 ・両 棲 類 も非 常 に 多 い と ころ であ る.わ れ

*奄 美本島 のル リカケスは著 しい減少が伝えられ ていたが,調 査の結果では未だかな り棲息 してい

ることがわかつた.新 しい知見 としては徳之島に本種 がみられなかつた ことで,島 民にたずね て

も知 らない ところか ら,あ るいは絶滅 したのではないか と思われ る.そ の主 な原因 としては森林

の乱伐に よる営巣場所の不足をあげ る ことがで きる.



われが滞在 した住用村西仲間部落は耕地 としては水田がもつとも多 く,水 稲は乳熟期から

完熟期までのものがあり,サ トウキビ畑 ・サツマイモ畑では苗の生育はまだ初期であつた.

調査は天然林 ・耕地 ・人家内で行われた.

c.大 島湯湾岳 島の南西部に位置する.れ わわれが調査 した湯湾部落からの登路,す

なわち南西面は戦争中の耕地化のための伐採が上部にまでおよび,森 林の荒廃がはなはだ

しい.し かし高度約400m付 近には天然林が保存され(第6,7図),さ らに頂上にかけて

第6図.湯 湾 岳 林 相. 第7図.湯 湾 岳天然林 の林床.

は 温 帯 性落 葉 広 葉 樹 を ま じえ た灌 木 林 が発 達 し て い る.わ れ わ れ は約450m付 近 の伐 採 跡

地 に あ る椎 茸 作 業 小屋 に宿 泊 し,付 近 の天 然 林 お よび 小 屋 周 囲 に お い て調 査 を行 つ た.

d.徳 之 島 亀津 町 南 西海 岸 に位 置 し,市 街 地 か ら約2km離 れ る と水 田 ・畑 を こえ て

森 林 が あ る.そ の各 の環 境 内 に お い て調 査 が 行 わ れ た.

e.徳 之 島井 之 川 岳 島 の ほ ぼ 中央 に位 置 し,森 林 の状 態 は湯 湾 岳,住 用川 上 流 とほ ぼ

同様 で あ る,北 側 山 麓盆 地 の 天 城村 三 京部 落 か ら秋 利 神 川 に そ うて,上 流 の天 然 林 お よび

伐 採 跡 地,水 田,畑 地,雑 草 地 お よび 人家 で調 査 が行 わ れ た.

調 査 方 法 は 次 の よ うで あ つ た.採 集 に は 大 小 の弾 き ワナ(パ チ ン コ式 捕 鼠 器)を 用 い た.

採 集 は 普 通1カ 所 で2～3夜 連 続 して 行 わ れ た が,状 況 に応 じて ワナ位 置 を変 えた.棲 息

密 度 の 推 定 は 企 図 しな か つ た の で,つ とめ て鼠 が行 動 す る よ うな所 に ワ ナ位 置 を え らん だ.

しか し実 際 に は 鼠 の孔 口,通 路 を確 認 す る こ とは で き なか つ た.樹 上 へ の ワナ掛 け は 行 わ

な か つ た.

採 集 は わ れ わ れ が み ず か ら行 つ た ほ か に,小 中学 校 の 生徒 お よび 住 民 に ワナ を渡 し,人

家 内あ るい は そ の 周 辺 や耕 地 に お け る採 集 を依 頼 した.餌 とし ては カ ボチ ャ種 子,イ ワ シ

煮 干 し,テ ナ ガ エ ビ煮 つ け,生 サ ツ マイ モ,リ ン ゴな どを 用 いた が,依 頼 者 に は 任 意 に し

て も らつ た.

4.調 査 結 果

今回 の調 査 にお いて え た 鼠 類 は つ ぎの4種 で あ る(第8図).

Rattusnorvegicus(Berkenhout)ド ブ ネ ズ ミ;R.rattus(Linne)ク マ ネ ズ ミ;Tokudaia

osimensis(Abe)ア マ ミ トゲ ネズ ミ;Diplothrixlegata(Thomas)ケ ナ ガ ネズ ミ.



ケナガネズミは鹿児島県農業試験場大島分場栄政文技師所有の標本を御好意によつてゆ

ずつて頂いたものである.こ の標本は名瀬市近郊のサツマ・イモ畑で生けどりにされ,栄 氏

が飼育中に発れたものである.な お,こ のほかに笠利村でジネズミの一種Crocidurasp.

1頭 をえたが,種 名の同定が完 ∫していない.

第8図.奄 美 産 鼠 類 × 約li5

1.ケ ナ ガ ネ ズ ミ1)iplothrixlegata.2.ア マ ミ トゲ ネ ズ ミTokudaiaosimensis.3.ク マ

ネ ズ ミRattusrattus.

第1表 は各 地 に お け る捕 鼠 種 類 ・場 所 ・頭 数 を示 した も の であ る.ド ブ ネズ ミは す べ て

成体(♂1,♀2)で 生 殖 活 動 状 態 にあ つ た.ク マ ネ ズ ミ(色 相 はalexandrinus型)は 成 体

第1表.奄 美群島におけ る捕鼠成績.

(♂16,♀12)の ほ とん どが 生 殖 活 動状 態 に あ り,♀2は 妊 娠,胎 児 数 は それ ぞれ5頭 と

7頭 で あ つ た.亜 成体 は ♂3,♀1で あつ た.ア マ ミ トゲ ネ ズ ミは い ず れ も成 体(♂2,

♀1)で あ つた が,非 繁 殖 期 に あ つ た.



つぎに,ア マミ トゲネズミの胃内容分析を行つたところ,2頭 は節足動物(主 として昆

虫)の みを食い,植 物繊維質や澱粉質を全 く認めなかつたが,他 の1頭 にはサツマイモ澱

粉を認めた.こ のサツマイモ澱粉の由来はワナ場所付近の掘 り残されたイモ畑からではな

いかと思われる.

さて,捕 鼠作業の結果は森林内では全 く鼠はとれず,ま た家鼠 としては人家ではクマネ

ズミが優勢であつた.水 田では ドブネズミもクマネズミもともに少数 しか とれず優劣は不

明である.各 地における採集の状態について述べよう.

a.森 林 住用川上流,湯 湾岳および井之川岳でも,各 地を合計して延べ1500個 以上

のワナ掛けを行つたにもかかわらず,全 く鼠を捕獲できなかつた.ワ ナはずれ と確実y>み

とめられるものはな く,カ ニやカマ ドウマがワナにかかつたことが数例あつた.ま た,餌

はア リ類によつて食われてしまうものが非常に多かつた.湯 湾岳の森林内では倒木の空洞

や大岩石の下からアマミ トゲネズミの巣らしいものを発見したが,そ れらはシグ類など草

木を集めた直経約15cmの 粗雑なものであつた.林 床には非常に多 くの種 々の大いさの孔

口をみたが,そ れ らは結局鼠の孔 口とは認められず,な かにはカニが使用していると思わ

れるものがあつた.ケ ナガネズミは樹木の空洞などを利用して巣をつ くるといわれている

が,樹 上のワナ掛けをしなかつたことが失敗の一因であつたかもしれない.

アマミトゲネズミが採集されたのは,前 述した湯湾岳の椎茸作業小屋付近の山道にそ う

たシダや草本類の繁茂 している所である.小 屋の周囲は伐採されてお り,サ ツマイモやサ

トイモを栽培 した跡があるが,そ のイモ畑は時折鼠害を うけたとい う.ま た筆者らの1人

松井および元善時氏は調査期間中の昼間,そ れぞれ山道でアマミトゲネズミを目撃 した.

井之川岳の調査地では全 く鼠の反応は見られなかつた.

b.畑 地,人 家付近の灌木林 ・雑草地 全 く鼠の反応なく,た だ笠利村ではソテツ林中

で明らかにワナはずれと認められるものがあつた.

c.人 家 各地の住民は入家に鼠が多いとい うが,実 際の捕鼠率は低かつた.笠 利村の

ある1軒 の家では人家内でクマネズミが,屋 外の高倉の下では ドブネズミがとれた.高 倉

とい うのは穀物や黒砂糖貯蔵用の脚高のこの地方独特の倉庫であり,鼠 害防止と乾燥とを

目的 としたものと思われる.し かし,

高倉の下を物置としてい るこ ともあ

り,そ のために鼠を防ぎえないものも

ある.な お,高 倉の藁屋根に鼠が巣 く

うとスズメが巣を作 らないとい う.

d.水 田 各地 とも水稲は乳熟期 か

ら完熟にむかつており,水 落しの終つ

たところもあつた.亀 津では水田の畦

に うがたれた孔 口でクマネズミを捕獲

しているので(第9図),本 種が野外に

巣を作 ることがあるのは確かである.

水田におけるワナ掛け数は人家内のぞ
第9図.亀 津 の水 田 で とれ た クマ ネ ズ ミ

Rattusrattus.



れ よ りも は るか に 少 か つ た ので,ド ブ ネ ズ ミと ク マ ネ ズ ミの比 率 は不 明 で あ る.ま た,こ

の 時 期 に は どこに も水 稲 の被 害 は ほ とん どな か つ た.

5.鼠 に 関 す る聞 き書

a.ケ ナガネズ ミ この鼠の方言 を大島では ドオジロ とい う.尾 白の意であ る.ま た,徳 之島では

ジ ュジュ ロあ るいはヤマアラシとい う人 もある.大 島宇 検村 の元善時氏 および徳之島三京造林小屋 の吉

井 儀志応氏 はともに,こ の鼠が10～11月 頃のシイの実の熟する時期には木の上 にのぼつて実 を食 い,ま

た枝から枝へ渡 り歩 いているのをみ るといつている.ま た,山 畑 を荒 らす こともあるらし く,前述 のよ

うに栄氏が飼育 していたものはサ ツマイモ畑で捕獲 された もので,飼 育中には餌 としてサ ツ マ イ モ や

豚 肉を与 えていた とい う.こ の鼠については 比較的多 くの人 が知つ てい るが,実 際にその姿 を み た 人

は 少い.

b・ アマ ミ トゲネズ ミ この鼠 の方言はな く,ま た知つている人 もあ ま り多 くない.山 のイモ畑を荒

らす ことがある とい う.ま た,住 用村 の屋宮氏 お よび営林署住用担当区 の吉野徳吉氏 は,こ の種 らしい

鼠 が山林内で多数集合 しているのをみた ことがある とい う.

c.農 作物の鼠害 大島支 庁管内は比較的鼠害の多い所 で,毎 年農作物 の1～2割 は加害 されている

ら しい.被 害作物 はサ トウキ ビ(黙 期に節間を食 われ る),サ ツマイモ,水 稲(6月 頃の幼穂形成期に

幼穂 を食われ,乳 熟期に も茎をか じり倒 され穂を食われ る)が 主である.被 害のはなはだしい所は大 島

では古仁屋町を中心 とした瀬戸内地 区,徳 之島では亀津町 ・東天城地区 である(大 島支庁農務課長小浜

新蔵氏談).

大 島宇検村(瀬 戸内地区)で は昭和31年 に水稲の鼠害がはなはだ しく,幼 穂形成 期 と乳黙期 との2

回加害 された.昭 和32年 には鼠害は非常に少い(宇 検村役場稲 沢真氏談).

徳之 島天城地区では鼠害は水稲 よ りサ トウキ ビの方 に多 く,熟 期である12月 頃にお こる(吉 井儀志

応氏談).

d.鼠 害の防除 昭和5,6年(1930,'31)頃 には鼠害防除のためにチ フス菌を使 つた ことがあ る.

喜 界島はハブ のいない島であるが,鼠 害のはなはだ しかつた所 で,昭 和15,16年 に激 害があつ た.そ こ

で種子 島よ りホ ソ ドイタチMustelasibiricaitatsiTemminckを 移入 して放 し,そ の後それ らが繁殖

して昼間でも姿がみ られるよ うになつている.そ のため農作物 の鼠害は減少 し,家 禽にわずかにイ タチ

に よる被害があ るが,実 害 を認めぬ程度 になつてい る.沖 之永良部 島 ・与論 島に もハブがいないが,こ

れ らの島では鼠害防除のために喜界島か らホソ ドイ タチを移 した・大島本 島でも喜界島あ るいは種子島

よ りホ ソ ドイ タチを現在移入 してい るが,こ れ は奄美復興計画 の うちのハブ対策 の一つ として行 われ て

、・る(小 浜氏談).

宇検村では水稲の鼠害対策 としては水田の畦の清掃が もつ ともよかつた.畦 にサ ツマイモの輪 切 りし

た ものをな らべ,鼠 を これに引 きつけ よ うとしたが,サ ツマイモ は確かに食われ ていたがその効果はは

つ き りしない(稲 沢氏 談).

6.考 察

a.奄 美 群 島 の鼠 類 相 と生 態

まず,鼠 類 の種 類 相 に つ い て は ハ ツ カ ネ ズ ミ属Musを 期 待 した が,今 回は発 見で きな

か つ た.さ らに くわ し く調 査 す れ ば 見 出 し うる可 能 性 は あ る.

山林,灌 木 林,畑 地 お よび 平 地 の路 傍 の雑 草 内 な どで 鼠 類 を全 く捕 獲 で きな か つ た 原 因

と し て次 の2つ の場 合 を 想定 す る こ とが で き る.1つ は採 集 法 が不 適 当だ つ た ので は な い

か とい うこ と と,他 は鼠 類 の棲 息数 が きわ め て 少か つ た ので は ない か とい うこ とで あ る.



前 者 に つ い て は,樹.Fの ワナ掛 け を し な か つ た以 外 に と くy'不 適 当と考え られ る点 は な い

が,Diplothrixの よ うに 大形 で樹 上 生活 も よ くす る も の の採 集 に つ い ては さ らに工 夫 を す

べ きで あ ろ う.こ の 鼠 が 山林 中 に す み,朽 木 の空 洞 中 に巣 を作 る こ とは す で に 知 られ て い

る と こ ろで あ る(波 江,'09).ま た,よ く樹.Fに お り,人 は これ を打 落 し て食 用に 供 す る

とも記 され て い るが(ド 村,'35),今 回 は そ れ を確 か め る こ とが で き なか つ た.野 鼠 類 の

棲 息 数 に つ い て は,今 時 の調 査 区域 に か ぎ り非 常 に 少か つ た と認 め ざ る をxな い.ま た 前

述 の よ うに 住 民 も鼠 の名 は 知 つ てい て も 実 見 した もの が 少 い とい うこ と か ら,も と も と

DiplothrixもTokudaiaも 個 体 数 が 少 い も の と推 定 され る.し か し,個 体 数 や 棲 み 場 所 の

季 節 的 変 化 もあ り うるの で,今 後 の調 査 が望 まれ る.

Tokudaiaは 森 林 か ら林 縁 に か け て 棲 息 して い る よ うに 思 わ れ る.7月 は 種 実類 の 少 い

時 で あ つ た ので 前 記 の よ うな食 性 を示 した が,秋 や冬 に は お そ ら く種 笑 食 を す る もの と考

え られ る.

家 鼠について は2,3の 興 味深 い 問 題 が あ る.北 海 道 か ら九 州本 土 ま で の 問 で は全 般 的

に いえ ばR.norvegacusがR.rattusよ り優 勢 とい え る(太 田 ・長 谷 川,'50).ま た,そ

の範 囲 ではR.rattusが 野 外 生 活 を す る こ と は 例 外 的 な もの しか知 られ て い な い が,

R.norvegicusの 野 外 生 活 は そ れ らの 全 域V'わ た つ て知 られ て い る(花 岡,'37;平 岩 ・澄

川,'51;太 田 ・高 津,'56;田 中,'54;宇 田川,'54).

世 界 的 に み て も北 半 球 の温 帯 北 部 で はR.norvegicusが 健 勢で あ り,野 外 に も 多 く棲 む

が,温 帯 南 部 お よび 亜熱 帯 か ら熱 帯 にか け てはR.rattusが 優勢 で あ り,ま た 野外 生活 す

る こ とは 多 くの 文 献 に よつ て知 る こ とが で き る(例 え ばAharoni,'32;Neuhauser,'36

参 照).ま た,ハ ワイ諸 島 や ジヤ マ イ カ島 で はR.rattusが サ トウ キ ビの 大 害 獣 とな つ て

い る.奄 美 大 島 のR.rattusの 優勢 と野 外 生 活 が一 時 的 な も の で な い とす れ ば,こ の付 近

は 日本 列 島 に お け るrattusお よびnorvegicusの 勢 力 の転 換 点 を な し,両 種 の棲 み わけ に

気 候 的 要 因 が 大 き く作 用 して い る例 を示 す こ とに な る.

また 鼠 の 種類 に 関 連 して 鼠 害 の 型 が 問 題 とな る.北 海 道 で はR.norvegicusが 水稲 を加

害 す るが,そ れ は タ ネモ ミの発 芽 直後 と出穂 結実 後 の乳 熟 期 に お い て で あ り,そ の 中間 期

に は 知 られ て い な い(犬 飼 ・芳 賀 ・森,'52;武 笠 ・芳 賀,'54;芳 賀,'55).し か し,大 田

('56)は さい き ん函館 付近 に お い て水 稲 の胚 乳 未 発 達 の穂 をR.norvegicusが 加 害 した の

を み た が,こ れ は 稀 な例 で あ る.奄 美 群 島 に お い て は水 稲 の鼠 害 が 乳 熟 期 のみ な らず 幼 穂

形 成 期4'1.も発 生 す るが,こ れ は 今 まで 知 られ て い な か つ た例 で あ り,水 田 に もR.rattus

が棲 む こ とか ら,加 害 種 の相 異 に よる鼠 害 型 の ちが いで は な い か と考 え られ る.被 害 防 止

の た め に も今 後 の くわ しい調 査 が望 まれ る.ま た,水 稲 ば か りで な く他 の作 物 に対 す る鼠

害 に つ い て も,そ の加 害 種 と加 害 相 を よ く知 る必要 が あ るの は い うまで も な い.

b.奄 美 群 島 の哺 乳 動 物 相

奄 美 大 島 の哺 乳 動 物 相 に つ い てみ る と,小 島 の特 徴 の一 つ と して 種 類 数 が 非 常 に 乏 しい.

Susleucomystaxriukivanusは 比 較 的 に 個 体 数 が 多 く農 作 物 を 加 害 す る こ とが著 しい とい

われ る.Pentalagusfurness1も 棲 息 数 は 多 い とい わ れ るが,こ れ は 九 州 か ら北 海 道 ま で の

問 の ノウ サ ギ属Lepusと 生 態 的 地 位 お よび 棲 み 場 所 を 同 じ くし,農 作 物 を加 害 す るほか,



徳 之 島 三 京 の造 林 地 で は植 栽 した イ ジュ苗 を食 害 して い た.Diplothrixlegataは 他 地 域 に

お け る リス属Sciurusの,ま たTokudaiaosimensisは 他 地 域 に お け る ア カ ネ ズ ミApodemus

speciosusグ ル ー プ の,そ れ ぞれ 生 態 的地 位 と棲 み 場 所 を 占 め て い る とみ る こ とが で き る.

奄 美群 島 に は草 原性 の 鼠 が 欠 け て い るが,そ れ らの棲 み 場 所 とな るほ どの草 原 的 条 件 は な

く,農 耕 地 は 一R.rattusあ るい はR.norvegicusに よつ て 占 め られ て い る.Crocidurasp.

は 笠 利村 の サ トウキ ビ畑 で採 集 され た が,こ の類 は比 較 的 に棲 息 数 が 多 い とみ え て 多 くの

人 が 知 つ て い た.今 回,湯 湾 岳 山 麓 の マ ン ガ ン廃 坑 で リsウ キ ュ ウ ユ ビ ナ ガ コ ウ モ リ

Miniopterusschreibersiiblepotis(Temminck)*お よ び オ キ ナ ワ コキ クガ シ ラ コ ウモ リ

RhinolophuscornutuspumilusK.Andersen*(今 の と ころ 仮 りに これ と同 定 して お く)を

多 数 え た が,こ れ らは奄 美 大 島 か らは薪 記 録 で あ り,生 物 地 理 学 上 興 味 あ る問 題 で あ る だ

け に,今 後 さ らV'精 査 して 別 に報 告 す る.

c.イ タチ の放 飼 に よ る食 物 連 鎖 の関 連

さい きん高 良('54)は 次 の よ うに報 告 して い る.太 平 洋 戦争 後 沖縄 島 に お い て は鼠 類 の

増 殖 が い ち ぢ る し く,そ れ は従 前 行 わ れ て い た鼠 チ フ ス菌 に よ る駆 除 が廃 止され た こ とや

人間 生 活 の 破 壊 に よ る ら しい.そ して ハ ブが 昭和24年 ～26年(1949～'51)に わ た り数 十

年 ぶ りとい わ れ る増 殖 を示 した が,こ れ は周 期 現 象 で は な く,鼠 の増 殖 と関係 が あ る とい う.

彼 は ハ ブ の 胃内 容 を し らべ,ま た食 物選 好 実 験 を 行 つ て,ハ ブが 鼠類 を もつ と も好 食 す る

こ とを認 め,戦 後 の混 乱 が 回復 し,鼠 類 の駆 除 が ふ た た び本 格 的 に行 わ れ る よ うに な つ て

鼠 類 が 減 少 す る と,ハ ブが 食物 を も とめ て活 動 し咬害 が 甚 し くな つ た と して,ハ ブの増 減

と鼠類 の増 減 との相 関 を示 唆 して い る.

と ころ で,わ れ わ れ が ハ ブに 出会 つ た の は1回 にす ぎ なか つ た.ハ ブ の死 体6佃 を集 め

て 胃 内容 を 検 した が,そ の うち5個 体 は 内 容 が空 で あ りr1個 体 の もの に家 鼠 の毛 を認 め

た.し た が つ て,今 回 の調 査 に お い て は ハ ブ と鼠 の捕 食 者 ～被 捕食 者 の 関係 を知 る と ころ

は な か つ た.

ホ ン ドイ タチ の 放飼 前 に は 大 島に は 鼠類 の捕 食 者 と して食 肉 目の 動物 が存 在 せ ず,鼠 類

を 含 む 食 物 連 鎖 の頂 点 に は 爬 虫 類 の ハ ブが立 つ て い た こ とに な る.し た が つ て,ハ ブ～ 鼠

の関 係 の消 長 は いず れ に し て も住 民 に とつ て は 有 害 で あ る.渡 瀬('05)は 奄美 大 島 ・徳 之

島 は土 地 が=豊か であ るのに 発 展 しな い のは ハ ブ の害 のた め で あ り,そ れ に もか か わ らず 住

民 が ハ ブ撲 滅 を喜 ば な い のは,ハ ブが サ トウキ ビに大 害 を与 え る野 鼠 を食 うた め で あ つ て,

農 民 は毒 を もつ て毒 を制 す る こ とを行 つ て い る.一 地 方 生 物 群 の 生 態 が よ くわ か る よ うに

な つ た な らば,入 力 を もつ て これ を統 制 す る こ と もで き,野 鼠 とか ハ ブ の よ うな 直 接 人聞

に 大害 毒 を与 え る もの の援 助 を頼 む こ とな くして,吾 人生活の安全を得 られ な い 理 由は な

か ろ うと思 わ れ る と論 じて い る,彼 は 明 治42年('09)波 江 元 古 ら と ともに 沖 縄 お よび 奄 美

群 島 の 動物 を調 査 し食 肉 目の存 在 しな い こ とを知 つ た.同 年 イ ン ドの ガ ン ジ ス河 三 角 州 で

マ ン グ ー スHerpestesedwardsiiを 採 集 し,翌 年 そ れ らを 沖縄 の渡 名 喜 島 に放 し,繁 殖 し

た こ とを 確認 した(渡 瀬,'11).渡 瀬 は か ね て抱 い て い た 自然 改造 の志 を実 行 した とい え よ

う.そ の後 沖 縄 群 島 各 地 に マ ン グ ー スが 放 され た.こ れ よ りさ き,西 イン ド諸 島 の ジャ マ

*両 種 の同定については黒田長礼氏 の御教示,御 同意をえた.明 記 して謝意 を表す る.



イ カ島 で は,サ トウ キ ビが 土 差 の鼠Mussaccharivorusお よび 移入 種 のR.rattusやR・

norvegicusに よつ て大 害 を こ うむ つ た.各 種 の防 除 が 無 効 であ つ たた めにW・Bancroft

Espeutは 明 治5年(1872)イ ン ドよ りそ の地 に マ ン グ ー スを 移 入 し効 を お さめ た(岸 田,

'27)
.し か し,ジ ャ マ イ カ島 で は サ トウキ ビの鼠 害 は減 少 した が,マ ン グ ー スは ニ ワ ト リ

そ の他 の小 家 禽 ・小 家 畜 のほ か に バ ナ ナ ・パ イナ ッ プル ・サ ツマ イ モ ・ トウモ ロ コシ な ど

を食 うよ うに な り,ま た 野 生 の昆 虫 ・爬 虫類 ・鳥類 な どを食 い,た め に害 虫 が非 常 に増 え

て,サ トウ キ ビ ・コ 一ヒ0な どの被 害 が また 復 活 し,マ ング ー スは有 益 動物 か ら有 害 動物

に転 化 した(谷 津,'18).沖 縄 に お い て も鼠害 ・ハ ブ害 が 少 くな つ た こ とは 一 般 に認 め ら

れ た が(ハ ブ免 疫 血 清 療 法 の確 立 も役 立 つ て い るが),後 に 養鶏 が 盛 ん に な るに つ れ て養

鶏 家 の間 か ら マ ン グ ー ス の害 を 叫 ぶ もの が で て きた.し か し,岸 田('27)は マ ング ー スの

食 性 を調 査 し,鼠 類 。野 生 鳥類 ・爬 虫類 ・両 棲 類 。昆 虫類 ・唇脚 類 ・円 虫類 な どを食 い,

植 物 性 の も のは ほ と ん ど と らな い こ とを み て,鼠 害 お よび ハ ブ害 を 防 ぐた め に は マ ング ー

ス を保 護 す べ ぎだ と結 論 して い る.し か しな が ら,マ ング ー スに対 す る批 難 は高 ま り,つ

い に マ ン グ ー スは 農 作 物 を も力1害す る と まで い わ れ る よ うに な つ た.奄 美 大 島 で は現 在 マ

ン グ 一ス の放 飼 は 絶 対 反対 で あ る と い う声 が 圧 倒 的 に 強 い とい わ れ る.

マ ン グ ー スは ハ ワ イ諸 島 あ るい は 中米 プ エ ル ト・リコな どに も移 入 され て い る が,現 在 で

もそ の功 罪 の 評価 は 一様 で な い.Baldwinetal.C52)は ハ ワイ諸 島 に お い て は マ ング

ー スは 鼠類 を主 食 と して い るが,短 い 目で み る と昆 虫 や有 益 鳥類 の棲 息数 を も減 少 させ る

こ とが あ る.し か し,長 期 間 に つ い て みれ ば調 節 が行 わ れ うる の で あ り,そ の 方 が家 の まわ

りや耕 地 に お け る場 合 よ り重 要 で あ る.マ ング ー スの功 罪 の 判定 は経 済 学 か博 物 学 か の物

さ しに よつ て異 な る し,ま た 経 済 的 利 益 の面 か らの答 もサ トウキ ビ栽 培 と養 鶏 とで は決 定

的 な ちが いが あ る と論 じて い る,… 方,Pimental('55)は プ エル ト ・リコに 移入 され た マ

ン グ ー ス は狂 犬 病 の重 要 な引1源体 保 持 者 で あ る こ と,昆 虫 お よび爬 虫類 を主 食 と し鼠(R.

rattus)を 食 う率 が非 常 に低 くて,そ の駆 除 に有 効 で な い こ とか ら,む しろ マ ン グー ス は

住 民 に とつ て不 利 益 だ とし て い る.

小 島 の鼠 欄 坊除 のた め の ホ ン ドイタチ の放 飼 は す で に北 海 道 に お い て は 成功 した例 が あ

り(犬 飼,'49),そ の後 の 悪 影 響 は知 られ て い な い.喜 界 島 の 経験 か ら現 在 大 島 に ホ ン ド

イ タチ を 移 入 して い る こ とは 非 常 に 興 味 が あ る.イ タチ が定 着 して繁 殖 す る までV'は 時 間

を要 す る し,ま た イ タチ が 必 ず し も直 接 ハ ブを捕 食 す る とは 限 らな い の で,こ の よ うな事

業 は 長 期 間 辛抱 つ よ くみ ま も る必 要 が あ る,ホ ン ドイ タチ の放 飼 に よ る奄 美 大 島 の特 産 動

物 相 の変 化 とハ ブ害減少 と の得 失 は 同 じ物 さ しで は か る こ とは で きな い.わ れ わ れ は イ タ

チ 放 飼 事 業 の継 続 と,そ の経 過 の調 査 が 行 わ れ る こ とを ね が つ て い る.

II.奄 美 群 島 の 爬 虫 ・両 棲 類

わ れ わ れ は 奄 美群 島 に お け る鼠類 の生 態学 的研 究 を主 目的 と した の で,爬 虫 ・両 棲 類 の

調 査 は 必 ず し も十 分 で は な か つ た.前 述 した よ うに毒 蛇 ハ ブお よび ヒメハ ブは主 とし て鼠

類 を食 つ て 生 活 して い る と考 え られ る ので,こ の地 の蛇 相 を調 査 す る こ とは鼠 相 を調 査 す

る上 か ら も必 要 で あ る.そ こ で,わ れ わ れ は各 種 の爬 虫類 ・両 棲 類 に 関 す る資 料 の集 積 に



も で き う る 限 り努 力 し た.以 下,こ れ ら の 要 点 だ けに つ い て 簡 略 に 報 告 す る.

1.採 集 成 績

今 回 の 調 査 で え られ た 種類 は次 の通 りで あ る.種 名 の あ との数 字 は 採 集 個 体数 地 名 は 採 集 地 を 表

わす.

a.爬 虫類Reptilia

遊 蛇 科Colubridae

1)ガ ラス ヒバ アNatrixpryeri(Boulenger)3・ 笠利,湯 湾 岳

2)ア マ ミアオ ヘ ビLiopeltissemicarinatafritzeiMaki18・ 笠 利,湯 湾 岳,三 京

3)ア カ マ タDinodonse〃iicarinatu〃i(Cope)3.湯 湾岳,三 京

コブ ラ科Elapidae

4)ハ イXemibungarusboettgeri(Fritze)2.三 京,阿 布 木 名(徳 之 島)

5)ヒ ヤ ンHe〃zibungarus/aponicus(Guenther)2・ 笠利

第10図.奄 美 群 島 産 ハ イ属 の斑 紋 の 相違

1.ヒ ヤ ンHemibungarusjaponicus♀(笠 利産).

2.ヒ ヤ ンH.japonicusa(笠 利産).

3.ハ イH.boettg・eri(徳 之 島 三京 産).

マ ム シ 科Crotalidae

6)ハ ブTrimeresctrusfiavoviridisfiavoviridis(Hallowell)4.西 仲 間,新 村(大 島),亀 津

7)ヒ メ ハ ブTrimeresurusokinavensisBoulenger4.西 仲 間,湯 湾 岳

ヤ モ リ科Gekkonidae

8)ヤ モ リGekkojaponicus(Dum6riletBibron)3・ 笠 利,三 京

9)オ ン ナ ダ ケ ヤ モ リGehyra〃iutilatus(Wiegmann)2.湯 湾

10)ク ロ イ ワ ヤ モ リ属 の1種(:ymnodactylussp.1・ 三 京

トカ ゲ 科Scincidae

11)オ ウ シ マ トカ ゲEumecesoshimensisThompson2・ 笠 利



第11図.ヒヤン と ハ イ の 腹 面 斑 紋 の 相 違 ・

1.ヒヤンHemihungarusjaponicus,2.ハ イH.boettgeri.

12)バ ル ブ ァ ー トカゲEumecesbarbouriVanDenburgh4・ 湯湾 岳

13)ヘ リグ ロ ヒメ トカゲLygosv〃toPP〃opleururn(Hallowell)10・ 笠 利

キ ノボ リ1・カゲ不斗!1g'amidae

14)キ ノボ リ トカゲJapalurapolygonata(IIallowel1)13.笠 利,湯 湾 岳,三 京

カ ナヘ ビ科Laceriilidae

15)ア オ カナ ヘ ビTakydrornussmaragdinusBoulenger7・ 笠 利,湯 湾岳

b.両 旗 類Amphibia

ア マ ガ エル 科Hylidae

1)ハ ロー ウェ ル アマ ガ エ ルHylahallowelliThompson1・ 三 京

ヒ メア マ ガ エル 科Microhylidae

2)ヒ メ ア マガ エ ルMicrohylaokinavensisStejneger2.笠 利

ア カ ガエ ル 科Ranidae

3)ヌ マ ガ エ ルRanalimnochar-isBoie15.笠 利

4)ハ ナ サ キ ガ エルRananarinaStejneger7・ 湯 湾岳,亀 津,三 京

5)サ ウ ター ガ エルRanasauteriBoulenger3.湯 湾岳,三 京

6)イ シ カ ワガ エルRanaishikawae(Stejneger)4.西 仲間,湯 湾 岳(廃 坑 内),三 京(確 認)

カジ カガ エ ル 科Polypedatidae

7)ニ ホ ン カ ジ カガ エ ルPolypedateslaponicus(Hallowe11)5.笠 利

8)ア オ ガ エ ルRlcacophorusviridis(Hallowell)4.笠 利



第12図.奄 美大 島湯 湾 岳 産 イ シ カ ワガ エ ルRunutshikawae.×1

イモ リ科Salamandridae

9)シ リケンイモ リTriturttsensicauda(Hallowell)13.湯 湾岳

2.考 察

ハ ブ と鼠 の関 係 に つ い て は調 査 を行 う機 会 が ほ とん どなか つた が,奄 美 群 島 の毒 蛇 相 に

つ い て は幾 つ か の新 しい知 見 を加 え る こ とが で きた.

ハ ブの棲 息場 所 に つ い て は,従 来 考 え られ て いた よ うな 山地 の森 林 地 帯 よ りも,む しろ

家鼠 の 多い部 落 周辺 地 区 に,よ り多 く棲 息す る の では な いか と:考え られ る.し か し,ヒ メ

ハ ブは短 期 間 に4個体 を深 い 山林 中 で採 集 して い る の で,本 種 は 山地 に も相 当数 棲 息 して

い る もの と推 察 され る。

現 在 ハ ブ対 策 の 一つ と して実 施 さ れ て い るイ タチ の放 飼 に つ い ては 前 述 した の で,こ こ

で は ふ れ な い.ま た,当 局 は か な りの費 用 を つ ぎ込 んで ハ ブ の買 上 げ を行 つ て い る.大 島

で使 用 され る血清 はハ ブ ・ヒ メハ ブ の混 合 血 清 で あ り,ハ ブ の供 出 と引 換 え に 供 給 され,

か ろ うじて 需 要 の 間 に あ つ て い る現 状 で あ る.民 間 で組 織 され て い る 「ハ ブ捕 獲 組 合」 が

取 扱 うハ ブの数 は 予 想 外 に 多 く,そ の使 用 目的 が い ず れ に あ るに せ よ,ハ ブを駆 除 す る意

味 では む しろ奨 励 す べ き こ とで あ ろ う.現 在 ハ ブ対 策 に つ い て 官民 一 体 とな つ て努 力 を続



けているにもかかわ らず,咬 症患者発生は一向にお とろえをみせない.本 群島にはハブの

天敵は存在せず,鼠 を減らすことにより間接的にハブの増殖を抑えようとい う一石二鳥の

目的でイタチが導入されているわけである.

ヒヤンは実害がないにもかかわらず,現 地では非常におそれられ,尾 端部の刺螫によつ

て致命的な害を うけると一一般に信 じられている.し か し,著 者らの…人松井は以前に本種

の尾端部を解剖 した結果,毒 針や毒腺の存在を全 く認めえず,し たがつて尾端刺螫による

害はあ りえないと考えていた.そ こで今回は現地で採集 した生きた ヒヤンを握つて実験し

た結果,尾 端尖鋭部(鱗 の変形)を 押 しつけて,敵 を威嚇する動作を反復するが,な んら

実害のないことを確認 した.ま た,徳 之島においてヒヤア リと呼ばれるものは,ハ イ以外

に ヒヤンの含まれることもほぼ確証をえた.本 種に関してはかな り大きな収獲をえたと考

えている.

われわれが採集 した爬虫 ・両棲類のうち,ハ イ(徳 之島)・クロイワヤモ リ属の1種(徳

之島)・オンナダケヤモ リ(大 島)・イシカワガエル(大 島 ・徳之島)の4種 が奄美群島から

再確認された ことは生物地理学」=とくに興味がある.本 群島の爬虫 ・両棲類に関する生物

地理学的知見は,最 近木場('55,'56)に よつてかなり明 らかにされている.今 回の報告は

不完全ではあるが,こ の方面に多少な りとも寄与できるならば幸である.

III.要 約

1)鼠 類 と して は ケ ナ ガ ネズ ミ,アvミ トゲ ネズ ミ,ク マ ネ ズ ミ,ド ブ ネズ ミの4種 を

認 め た.従 つ て種 類 相 とし ては 今 まで の知 見 に 加 え る ものは な い.

2)lh林 あ るい は 平 地 の灌 木 林 ・畑 地 ・雑 草 地 で は 鼠類 を 全 く採 集 で きな か つ た.棲 息

数 が 少 いた め と考 え られ る.

3)ア マ ミ トゲ ネ ズ ミを湯 湾 岳 中腹 の比 較 的 ひ らけ たII」道 わ き の雑 草 地 で捕 獲 した.胃

内容 は昆 虫 がyか つ た が,澱 粉 質 も認 め られ た.

4)稲 の乳 熟 期 に あ た つ て い た 水 田 で クマ ネズ ミ,ド ブ ネズ ミを捕獲 した.し か し,捕

獲 数 が 少 い の で 水 田 に お け る両 種 の 優 劣 は 明 らか で な い.

5)人 家 内 で は クマ ネズ ミが ドブ ネ ズ ミ よ りも圧 倒 的 に 優勢 で あ つ た.

6)農 作 物 の 鼠害 は 水稲 ・サ トウキ ビ ・サ ツマ イ モ な ど,こ の群 島 の主 要 農 作 物 のす べ

て に!f;ず る.特 に 水稲 は幼 穂 形 成期 と乳熟 期 の2回 にわ たつ て加 害 され て い る.

7)昭 和15,16年(1940,'41)頃 か ら鼠 害 防 除 の た め に喜 界 島 に ホ ン ドイ タチ が移 入

され 効 を奏 した.そ の後,沖 之 永 良部 島 ・与 論 島 に も移 され,現 在 は大 島 に も移 入 が 行 わ

れ て い る.

8)ハ ブ対 策 の 一・環 とし て,イ タチ の放 飼,マ ン グー スの功 罪 に つ い て考 察 を試 み た.

9)奄 美 群 島 産 と して リュ ウキ ュ ウユ ビナ ガ コ ウモ リとオ キ ナ ワコ キ クガ シ ラ コ ウモ リ

の2種 を新 し く追 加 した.

10)ハ ブ と鼠 類 の食 物 連 鎖 の 関係 に つ い て は今 回 と くに 新 し くえ た 知 見 は な い,

11)爬 虫 類 と して は7科12属15種,両 棲 類 とし ては5科6属9種 を採 集、した.そ の う

ち ハ イ ・ク ロイ ワヤ モ リ属 の1種 。オ ンナ ダ ケ ヤ モ リ ・イ シ カ ワガ ェル の4種 が 再 確 認 さ



れたことは生物地理学上興味深い.

12)ハ ブは森林地帯 よりも,む しろ家鼠の多い部落周辺により多 く棲息する傾向がある.

13)ヒ ヤンは尾端尖鋭部をおしつけ,威 嚇動作を反復するが,な んら実害がないことが

わかつた.
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 Résumé 

   Biological situation of the Amami Group of the Loo Choo Islands is out-

standing. As remarkable endemic murine-animals, Diplothrix legata and Tokudaia 

osimensis were recorded from the islands of Amami-oshima and Tokuno shima. 

Besides, there occur common house rats, Rattus rattus and Rattus norvegicus. As 

regards to ecology of these animals we have very little informations pre-

viously. 

   Since old time the farmers of these districts have noticed the damages of 

these rodents, especially that were done on crops. Moreover they are fre-

quently threatened by the attacks of venomous snake, so-called "Habu" 

Trimeresurus flavoviridis flavoviridis which is common in both islands. As Habu 

seems to inhabit near human dwellings and feed on murine-animals, we tried 

to make clear their ecological relationships, although the present surveys 

could not bring much light on this subject. The results obtained by the 

present surveys on murine-animals, reptiles and amphibians of these islands 
are as follows. Our collections and observations were fulfilled from July 3 to 

July 19, 1957. 

   1) We have obtained fairly large number of specimens of four species 

which represent Murinae of these districts.



   2) Any murine-animal was collected neither in forested area of the moun-

tain nor in bushes of plain-field. 

   3) Three individuals of  Tokudaia osimensis were trapped in weedy place 

along a path half-way up Mt. Yuwan. The contents of their stomachs mainly 

consisted of insects and somethings like starches. 

   4) Both R. rattus and R. norvegicus were trapped in paddy-field ; the rice-

shoot at that paddy-field just attain on the milk-ripe stage. The problem about 

relative abundance of individuals of each species of house rats at that habitat 

will be interesting, although we could not touch this problem at present, since 

our available materials are too few. 

   5) In the house, R. rattus was exceedingly commoner than R. norvegicus. 

   6) In the Amami Islands, main farm cultivations such as rice-plants, su-

gar-canes and sweet potatoes are damaged by rodents. In the case of rice-

plant, the rodents devour them at two periods corresponding to the stage of 

ear formation and the milk-ripe stage respectively. 

   7) Yellow weasels, Mustela sibirica itatsi had been introduced to Kikai-

jima as a natural enemy of the rats, successively from 1945 to '46, and fairly 

good result was obtained. Thereafter, they have also been introduced to 

Okinoerabu- and Yoron-jima, later to Amami-Oshima. About introduced Indian 

mongoose, Herpestes edwardsii in Okinawa and other islands, there are contro-

versies about the usefulness of this animal as regards to agronomy of these 

districts. 

   8) Two species of bats, Miniopterus schreibersii blepotis and Rhinolophus 

cornutus pumilus were collected at the foot of Mt. Yuwan. They seem to be 

new records to the fauna of this district. 

   9) We have dissected stomachs of six specimens of Habu captured in the 

field, and found that five were empty and one contained hairs of rat. More 

knowledges are necessary to discuss about the f ood-chain between Habu and 

rats. 

  10) Habu seems to inhabit more abundantly in the peripherals of village 

where the density of rat-population is rather high. 

  11) Fif teen species of land reptiles and nine species of amphibians which 

include Hemibungarus boettgeri, Gymnodactylus sp., Gehyra mutilata and Rana ishikawae 

are collected in both islands ; these rare species are rather recently found by 

Koba ('55, '56) in the Amami Group. 

  12) Hemibungarus japonicus frequently pushes its sharp tip of the tail 

against enemy as a threatening behaviour. But it was manifested by our 

experiments that it gives no practical poisonous effect on enemies.



追 記

調 査 後,大 島 笠利 村 の積 純 光 氏 は み ず か ら自宅 付近 で採 集 され た鼠 類5個 体 を送 付 して

下 さ つ た.そ の 中 に は 奄 美 群 島 に 未 記 録 の ヨ ナ ク ニ ハ ツ カ ネズ ミMusmolossinus

yonakuniKuroda1頭,田 圃 で と られ た クマ ネ ズ ミ2頭 が含 まれ て お り,前 述 した わ れ

わ れ の調 査 の 足 らな か つ た もの を補 う所 が非 常 に 大 きい.積 氏 の御 厚 意 に 重 ね て 深 謝 す る

次 第 で あ る.こ れ らの 鼠 に つ い て の資 料 を次 に 表示 す る.

笠 利 産 鼠 類 の 資 料.

1.ヨ ナ ク ニハ ツ カネ ズ ミに つ い て

前 述 した よ うに,奄 美 群 島 か らは ハ ツ カ ネズ ミ属Musの 鼠 は未 記 録 で あ つ た が,棲 息 し

て い るに違 い な い とわ れ わ れ は考 え て い た.今 まで に種 干 島 か ら琉 球 列 島 まで の地 域 に お

い て記 載 され て い るMusと そ の棲 息地 に つ い て記 す と次 の よ うで あ る.種 子 島 お よび屋

久 島 に は タ ネハ ツ カ ネ ズ ミMusmolossinusOYIIKuroda,沖 縄 島 に は オキ ナ ワハ ツ カ ネ

ズ ミMuscaloriBonhote,宮 古 島 お よ び 与 那 国 島 に は ヨ ナ ク ニ ハ ツ カ ネ ズ ミMus

molossinusyonakuniKurodaが 知 られ て い る.

今 回の 標 本 が この 中の どれ で あ るか,興 味 が もた れ る所 以 も,ヒ 述 した よ うな 分 布状 態

を 考 え る ときお のず か ら明 らか に なつ て くる.徳 田御 稔 博 士 に 同 定 を お 願 い した と ころ,

こ の個 体 は ヨナ クニハ ツ カ ネズ ミで あ る こ とがわ か つ た.外 観 的 に み る と毛 色 は 背 面 が

M.molossinusmolo∬inusの よ うに黄 色 味 が勝 たず 褐 色 がむ し ろ強 く,腹 面 が純 白で あ る

こ とが特 徴 で あ る.外 部(ホ ル マ リン漬)お よび 頭 骨 各 部 の 測 定 値 を次 に 表 示 す る.

笠 利産 ルfusmolossinusyonakuni(♀)の 測 定 値.

ヨナ ク ニハ ツ カ ネ ズ ミはKuroda('24)に よつ てMusmolossinusyonakuniKuroda

と して発 表 され た が,そ の後Tokuda('41)はMusyonakuniKurodaす な わ ち別 種 と

し て記 載 した.し か し,最 近 の徳 田博 士 の意 見に よれ ば,や は り亜 種 とす べ き もの で あ る

とい う.

と もあ れ,奄 美 大 島 に 本 種 が 棲 息 して い る こ とが 判 明 した こ とに よつ て,同 群 島 に お け

る今 まで の 鼠 の 種類 相 に 薪 しい1属 が 加 わ る と と もに,今 後 さ らに南 西諸 島 産 の 多 くの材



料についての生物地理学的な吟味が必要であることを痛感する.

2.水 田地区のクマネズミ・ドブネズミについて

われわれの水田地区での調査資料ではワナ掛け数が少かつ たので,捕 獲 されたものは

クマネズミ2,ド ブネズミ1で あつた.捕 獲数がともに少数なので両種の優劣は不明であ

つた.と ころが,今 回の材料によつて稲刈時に田圃で捕獲された2頭 のクマネズミを加え

ることができた.こ の クマネズミの胃内には表示したように多量の米澱粉が認められた.

胃内容の検索後,当 時の田圃の状態を積氏にたずねたところ,そ の田圃には刈られたまま

の未収納の稲や刈 りのこしのものがあつた由である.前 にも述べたように,人 家では クマ

ネズミが圧倒的に多いこと,水 稲の被害型の特殊性,さ らに今回の材料を考慮すると,水

田地区を荒らすのは クマネズミがより多い傾向にあるように思われる.今 後,こ の点をさ

らに追究する必要を痛感する.


